
（別紙３）

～ 2026年3月10日

（対象者数） 14 （回答者数）
12

～ 2026年3月10日

（対象者数） 6 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

継続し、子どもと保護者の意向を療育活動に反映させてい

く。

2

継続して実施。実施数を増やす。

3

継続して実施。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域のイベントや児童館との交流を行っていく。

2

3

子ども達の行いたい活動を療育活動に反映し、活動が行えてい

る。また、保護者からの以降も反映が行えている。

スタッフが企画書を作成し、子ども達と一緒に取り組む事で意

思の尊重や様々な活動、経験の機会になっている。

障がい特性に合わせた環境の設定や活動の導入が行えている。 外部講師に依頼したり、研修の機会を作っている。

定期的に理学療法士や公認心理士の専門的な助言を受け、日々

の支援を行えている。

継続して、PTと公認心理士にの訪問療育を実施し助言を受け

ている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との交流の機会が無い。 児童発達支援センターなど他の事業所と連携が行えていない。

2025年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年3月23日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス事業所　おはな

○保護者評価実施期間
2025年4月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


